
京都大学における 「学徒出陣」

2
、
本
年
九
月
卒
業
ノ
見
込

ア
リ
ト
認
定
セ
ラ
レ
タ

ル
者

ニ
シ
テ
入
営
入
団
中
ノ
者

書
類

に
よ

っ
て
選
考
す

る
こ
と
、
「大
学

二
於
ケ
ル
ロ
頭
試
問
及
身
体

検
査
を
行

ハ
ズ

シ
テ

入
学
セ
シ
ム
ル
コ
ト
」

「右
ノ
特
別
取
扱

二
依
ル
入
学
者

ハ
在
営
在
団
中
休
学
者
ト
シ

テ
取

扱

フ
コ
ト
」
も
定
め
ら
れ
た
。
現
実
に
は
、
出
願
期
日
前
後
は
、
該
当
者
た
ち
は
陸
海
軍
と

も
訓
練

の
最
中
で
間
も
な
く
実
戦
配
備
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
自
ら
大
学

に
赴
く
こ
と
な
ど

で
き
る
相
談
で
は
な
か

っ
た
。
実
際
に
は
高
等
学
校
か
ら
、
教
育
訓
練
を
行

っ
て
い
る
部
隊

や
学
校
宛

て
に
書
類
が
届
き
、
希
望
の
進
学
先
を
書

い
て
返
送
し
た
ら

し

い
。
実
質
的

に
は
、

入
試
な
し
に
大
学
に
入
学
す

る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、

一
九
四
四
年

一
〇
月
や

一
九
四
五

年
四
月

の
入
学
者
に
は
、
こ
の
入
学
前
徴
集
者
が
か
な
り
の
数

に
上

っ
て
い
る

[表

H
1

1
]
。

⑤
軍
別
構
成

一
九
四
三
年

の
臨
時
徴
兵
検
査

の
際
に
は
、
受
検
者
は
陸
海
軍
ど
ち
ら
を
志
望
す
る
か
聞

か
れ
た
と

い
う

。
彼
ら

の
志
望
が
ど
れ
だ
け
反
映
さ
れ
た
も

の
な
の
か
定
か
で
な

い
が
、
学

籍
簿
に
記
載
さ
れ

て
い
る
軍
別
を
表
に
示
し
た

[表

H
1

22
]
。
た
だ
、
軍
別

の
記
載
が
ほ

と
ん
ど
な

い
学
部
も
あ
り
、
全
学
の
数
値

で
は
不
明
分
が
多

い
の
で
、

ほ
と
ん
ど

の
徴
集
者

に

つ
き
軍
別
が
記
載
さ
れ
て

い
る
文
学
部
と
法
学
部
を

見
て
み
る
と

[表

H
1

23

・
25
]
、

文
学
部
で
は
陸
軍

二
二

一
人
に
対
し
、
海
軍
八
○
人

(比
率
に
し
て
七
三
対
二
七
)
、
法
学

部

で
は
陸
軍
六

一
〇
人
に
対
し
、
海
軍
二
六

一
人

(同
七
〇
対
三
〇
)
と

い
う
結
果
が
出
た
。

一
般
的
に
、
学
徒
達
は
陸
軍
よ
り
も
海
軍
に
好
印
象
を
持

っ
て

い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
が
こ
の
結
果
と
ど
う

つ
な
が
る
の
か
、
結
論
を
出
す
に
は
ま
だ
ま
だ
材
料
が
必
要

(55
)

で
あ
ろ
う
。

そ

の
後

の
敗
戦
ま
で
の
徴
集
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う

に
志
望
を
聞
か

れ
る
こ
と
も
な
か

っ

た
。

一
九
四
四
年
九
月

に
限
り
海
軍
か
ら

の
徴
集
が
多

く
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
時
期

は
陸
軍
の
方
が
圧
倒
的

で
あ
る
。

⑥
大
学
院
学
生

当
時
の
大
学
院
制
度

は
、
現
在
と
異
な
り
そ

の
入
試
、
在
学
年
限
、
学
位
取
得
等
が
厳
密

に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
か

っ
た
。
例
え
ば
在
学
年
限
に
つ

い
て
も
通
則
第
四
六
条

(1
)
軍
隊
で
の
進
路

(彰

①
陸
軍

一
九
四
三
年

一
二
月
に
入
隊
し
た
学
徒
兵
た
ち
の
陸
軍
で
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
ご
く
概

略
を
図
I
1
1
に
示
し
た
。
彼
ら
は
、
各
地
の
原
隊
に
入
り
、
ま
ず
そ
こ
で
い
わ
ゆ
る
内
務

班
を
単
位
と
し
た
三
カ
月
の
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
。
そ
し
て
翌
年
二
月
に
は
多
く
の
者
が

幹
部
候
補
生
の
試
験
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
幹
部
候
補
生
の
試
験
は
、
学
校
教
練
の

検
定
に
合
格
し
て
い
る
者
に
受
験
資
格
が
あ
り
、
従
来
は
四
ヵ
月
以
上
の
在
営
の
の
ち
志
願

す
る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
は
期
聞
が
短
縮
さ
れ
て
い
た
。
幹
部
候
補
生
の
種

別
は
、
兵
科
と
各
部

(技
術
部
、
経
理
部
、
衛
生
部
、
獣
医
部
、
法
務
部
)
に
分
け
ら
れ
、

各
部
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
学
業
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
採
用
者

は
、
ニ
カ
月
後
の
四
月
、
学
科
、
術
科
、
内
務
等
の
成
績
か
ら
甲
種
幹
部
候
補
生

(将
校
候

補
者
)
と
乙
種
幹
部
候
補
生

(下
士
官
候
補
者
)
と
に
分
け
ら
れ
た
。
甲
種
は
兵
科
と
各
部

に
応
じ
て
各
地
に
作
ら
れ
て
い
た
予
備
士
官
学
校
や
経
理
学
校
と
い
っ
た
学
校

・
教
育
隊
に

入
り
、
乙
種
も
軍
教
育
隊
や
所
属
部
隊
等
で
教
育
が
継
続
さ
れ
た
。
甲
種
の
場
合
は

一
二
月

に
見
習
士
官
を
命
じ
ら
れ
た
。
実
戦

へ
の
配
備
は
、
も
う
少
し
早
い
段
階
か
ら
始
ま
っ
て
お

5

軍
隊
に
お
け
る
学
徒
兵

(56
)

に

「大
学
院
学
生

の
在
学
期
間
は

一
年
以
上
ト
ス
ル
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
あ

っ
た
。

大
学
院
学
生

の
徴
集
者

・
戦
没
者
、
徴
集
年
月
を
を
表

H
-

51
～
59
に
示
し
た
。
研
究
科
別

で
は
、
文
が
絶
対
数

・
比
率
と
も
に
断
然
高

い
。
大
学
院
学
生
に

つ
い
て
は
、
徴
集
猶
予
の

最
高
年
齢
を
超
え
た

た
め
徴
集
さ
れ

る
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
わ
れ
る
。
文
が
多

い
の
は
、

年
齢
層
が
他

の
研
究
科

に
比
べ
て
高
か

っ
た

の
か
も
し
れ
な

い
。
徴
集
年
月
に

つ
い
て
も
、

一
九
四
三
年

一
二
月

は
皆
無
で
あ
り
、
比
較
的
各
時
期
に
ま
ん
べ
ん
な
く
分
散

し
て
い
る
。

ま
た
、
工

・
医

で
も

一
定
数

の
徴
集
者
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
技
術
系
や
軍
医
と
し

て
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
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1解 説

一 九
少 四尉

五

八

一 九

軍 四 、

萱五

主

一
九

四

四

・
一
二

[見

習
士

官
]

一
九

四

四

・
八

[軍
曹

]

一
九

四

四

・
八

[伍

長
]

図1-1

一
九

四

四

・
五

[伍
長

]

軍隊での進路(陸 軍)

_九

少 四尉
五 く

u

一
九
四
四

・
四

甲
種
幹
部
候
補
生

採
用

[兵
長
]

一
九
四
四

・
四

乙
種
幹
部
候
補
生

採
用

[兵
長
]

一
九

四
四

ニ

ニ

[上
等

兵
]

<

一
九
四
四

・
二

第
二
期
特
別
操
縦

見
習
士
官
採
用

一
九

四
四

・
二

第

一
次

幹
部

候
補

生
採

用

[
一
等

兵
]

幹
部
候
補
生
不
採
用

[二
等
兵
]

一
九

四
三

・

一
二

入

隊

原
隊

で
初
年

兵
教

育

[
二
等

兵
]

「新編 検証陸軍学徒兵の資料』275頁 をもとに作成。

り
、
例
え
ば
前
橋
陸

軍
予
備
士
官
学
校
に
入
校
し
た
学
徒
兵
は
、
九
月

一
七
日
に
は

マ
レ

(
58
)

ー

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
方
面
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
向
け
て
出
発
し
て
い
る
。

一
方
、
幹
部
候
補

生
と
は
別
に
、
前
述

の
、
航
空
機
操
縦

の
予
備
役
将
校
養
成

の
た
め
に

設
け
ら
れ
た
特
別
操

縦
見
習
士
官

(特
操
)
に
採
用
さ
れ
る
者
も

い
た
。

一
九
四
四
年

二
月

に
、
第

二
期
特
操

の
試
験
が
あ
り
、

一
九
四
三
年

一
二
月
入
隊

の
学
徒
兵
た
ち
は
こ
れ
に
該

当

し
た
。
合
格
者

は
、
飛
行
学
校

に
入
校

し
、
各
段
階

の
訓
練
を
受

け
る
中

で
戦
闘

・
偵

察

・
爆
撃
等

に
分
け

ら
れ
、
各
地

の
教
育
飛
行
隊
に
転
属
さ
せ
ら
れ
た
。
少
尉
任
官

は

一
九

四
五
年

二
月
頃
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
傷
病
、
落

第
、
そ

の
他

の
理
由

で
幹
部
候
補
生

に
不
採
用
に
な

っ
た
学
徒
兵
も

い

た
は
ず

で
あ

る
が
、

そ
の
実
態
は
不
明

で
あ

る
と

い
う
。

こ
の
よ
う

に
、
彼

ら
は
大
幅
な
速
成
教
育
で
実
戦
に
配
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、

一

九
四
四
年

一
月
以
後

の
入
隊
者
が
該
当
す
る
特
別
甲
種
幹
部
候
補
生
制
度
は
、
さ
ら
に
速
成

で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、

一
九
四
四
年

五
月
に
設
置
さ
れ
、
専
門
学
校

・
師
範
学
校
以
上

の
在

学
者
か
ら
採

用
し
、

原
隊

で
の
教
育
を
省
略
し
て
採
用
と
と
も
に
伍
長

に
任
じ
て
予
備
士
官

学
校
等

で
教
育

の
後

に
少
尉
に
任
ず
る
も
の
で
あ

っ
た
。
実
際
の
入
校
は

一
九
四
四
年

一
〇

月
で
卒
業
が
翌
年

の
六
月
な

の
で
、
わ
ず
か
八
カ
月

の
教
育
期
間

で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
本

土
決
戦
に
備
え
た
第

一
線

の
指
揮
官
養
成
を
行
う
も

の
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

(
59
)

②
海
軍

一
九
四
三
年

一
二
月
に
入
隊
し
た
学
徒
兵
た
ち

の
海
軍
で
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
ご
く
概

略
を
図
I
1

2
に
示

し
た
。
彼
ら
は
、
ま
ず
最
初

に
本
籍
地
を
管
轄
す

る
各
鎮
守
府
ご
と
の

四

つ
の
海
兵
団

(武

山

(横
須
賀
)
・
大
竹

(呉
)
・
相
浦

(佐
世
保
)
・
舞
鶴
)

の
い
ず
れ

(60
)

か
に
入
り
、
最
下
級

で
あ
る
二
等
水
兵
と
し
て
約
ニ
カ
月
基
礎
的
な
訓
練
を
受
け
た
。
海
兵

団
に
お

い
て
は
、
出
身
学
校
単
位

で
分
隊
を
編
成
し
て

い
た
と

い
い
、
内
務
班
単
位

の
陸
軍

と
比

べ
て
学
徒
兵

の
感
じ
る
精
神
的
負
担
は
よ
り
小
さ
か

っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

こ

の
訓
練
期
間
中

に
、
予
備
学
生

・
見
習
尉
官

の
試
験
が
実
施

さ
れ
飛
行
科
予
備
学
生

(第

一
四
期
)
、
兵
科

予
備
学
生

(第
四
期
)
、
主
計
科
見
習
尉
官

(第

=

期
)
に
分
け
ら

一22一



京都大学における 「学徒出陣」

図1-2軍 隊での進路(海 軍)

一 九
中 四
尉 五u

九

一
九

四

五

・
九

[
中
尉
]

一
九

四
四

・

一
二

[少

尉
]

一
九

四
四

・

[少

尉
]

一
九

四
四

・
九

実
用
機

教

程

術 九
科 四教 四

程 ・
七

一
九

四
四

・
五

中
練

教
程

一
九

四

五

・
九

[主

計
中
尉

]

二

一
九

四

四

・

一
二

[主

計
少
尉

]

経 一
理 九
学 四
校 四卒

・

業 九

一
九
四
四

・
二

第

一
四
期

飛
行
科
予
備
学
生

基
礎
教
程

一
九
四
四

・
二

第
四
期

兵
科
予
備
学
生

基
礎
教
程

一
九
四
四

・
二

第

一
一
期

主
計
科
見
習
尉
官

経
理
学
校
入
学

予
備
学
生

不
採
用

[二
等
兵
曹
]

一
九
四

三

・
一
二

四

海
兵

団

で
教
育

[
二
等
水

兵
]

入
隊

『海軍予備学生 ・生徒』および 『海軍主計科士官物語 〈短現総覧>」 より作成。

れ
た
。
京
大
か
ら
は
、
第

一
四
期
飛
行
科
予
備
学
生
が
二
三
〇
人
、
第
四
期
兵
科
予
備
学
生

(61
)

が
二
八
三
人
、
第

=

期
主
計
科
見
習
尉
官
が
七
三
名
採
用
さ
れ
た
と

い
う
。
予
備
学
生
制

度
は
、

一
九
三
四
年

に
飛
行
科
で
導
入
さ
れ
た
も

の
で
、
大
学

・
大
学
予
科

・
高
等
学
校

・

専
門
学
校
卒
業
者
か
ら
採
用
さ
れ
、

一
年
間

の
教
育

の
後
少
尉
任
官
、
予
備
役

に
編
入
す
る

制
度

で
あ

っ
た
。

一
九
四
二
年
か
ら

一
般
兵
科

に
も
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
飛
行
科
第

一
三
期
、

兵
科
第
三
期
ま

で
は
志
願
制
で
あ

っ
た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
同

一
四
期
、
四
期
か
ら
徴
集

に
よ
る
学
徒
兵
か
ら
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
方
、
主
計
科
見
習
尉
官
と
は
短
期
現

役
士
官
制
度

(短
現
)

の

一
つ
で
あ

っ
た
。
短
現
は
、
大
学
卒
業
生
を
採
用
し
て
二
年
間
の

服
役
を
課
し
て
予
備

役
に
編
入
す
る
制
度
で
、

一
九
二
五
年

に
軍
医
科

・
薬
剤
科

で
導
入
さ

れ
た
。
主
計
科
は

一
九
三
八
年
が
第

一
期
に
な
り
、
主

に
大
学

の
法
学
部

・
経
済
学
部
卒
業

生
を
採
用
し
て
海
軍

経
理
学
校

で
教
育
を
行

っ
た
。
当
初
は
採
用
直
後
に
中
尉
に
任
じ
た
が
、

第
九
期
か
ら
は
見
習
尉
官
と
し
て
入
校
す
る
よ
う

に
な
り
、
予
備
学
生
と
同
様
第

一
〇
期
ま

で
は
志
願
制
で
あ

っ
た
が
、
第

=

期
か
ら
は
徴
集
に
よ
る
学
徒
兵
か
ら
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。

陸
軍

の
幹
部
候
補

生

・
特
操
の
場
合
と
同
様
、
予
備
学
生

・
見
習
尉
官
に

つ
い
て
も
、
不

採
用
者
が
あ

っ
た
。
彼
ら
は
、
下
士
官
候
補
者
と
し
て
教
育
を
受
け
、

一
般
水
兵
よ
り
も
早

(
62
)

く
に
二
等
兵
曹

に
任

官
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
そ

の
実
態

に
つ
い
て
は
は

っ
き

り
し
て
い
な

い
。

飛
行
科
予
備
学
生

は

一
九
四
四
年

二
月
か
ら
土
浦
海
軍
航
空
隊

で
基
礎
教
程
を
受
け
る
こ

と
に
な

っ
た
が
、
そ

の
際
に
飛
行
専
修
と
地
上
勤
務
で
あ
る
要
務
専
修
に
分
け
ら
れ
た

(飛

行
専
修
は
さ
ら
に
操

縦
と
偵
察
に
分
け
ら
れ
た
)
。
以
後
、
飛
行
専
修
は
中
間
練
習
機

(中

練
)
教
程
、
実
用
…機
教
程
と
進
み
、

一
九
四
四
年

一
二
月
に
少
尉
任
官
と
な
り
、
要
務
専
修

は
座
学
を
中
心
と
し
た
教
育
を
受
け
た
後
、
八
月
末

に
は
予
備
学
生
の
身
分

の
ま
ま
実
戦
部

隊
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
兵
科

予
備
学
生
は
、
同
じ
く

一
九
四
四
年

二
月
に
武
山

海
兵
団
で
基
礎
教
程

が
開
始
さ
れ
、
七
月
か
ら
は
艦
艇

・
対
空

・
陸
戦

・
電
測

・
通
信
等

の

専
修
別
の
学
校
に
分

か
れ
て
術
科
教
程
を
受
け
た
。
少
尉
任
官
は
、
飛
行
科
と
同
じ

一
九
四
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1解 説

(2
)
戦
没
者

在
学
中

の
戦
没
者
を
、
表
H
1

42
～
50
お
よ
び
図

H
1

14
に
示
し

た
。
判
明
し
た

の
は
、

戦
死

・
戦
病
死
を
合
わ
せ
て
二
⊥ハ
四
人
で
あ

っ
た
。
当
然

の
こ
と
な
が

ら
、
徴
集
猶
予
が
続

い
て
い
た

一
九
四

一
年

四
月
入
学
者
ま
で
の
戦
没
者
数
は
少
な
い
。
徴
集
猶
予
停
止
後
最
も

上

の
学
年
に
な
る

一
九
四
二
年
四
月
入
学
者
の
戦
没
者
数
が
必
ず
し
も
多
く
な

い
の
は
、
前

述

の
よ
う
に
こ
の
学
年
に
は
入
隊
中
に
卒
業
さ
せ
る
措
置

が
採
ら
れ

た
た
め
と
考
え
ら
れ

四
年

一
二
月
で
あ

っ
た
。
主
計
科
見
習
尉
官
は
、

一
九
四
四
年
二
月
に
海
軍
経
理
学
校
品
川

分
校
に
入
校
、
肉
体
的
な
訓
練
の
他

に
法
令
、
経
理
や
営
養
学
な
ど

の
座
学
を
受
け
、
九
月

一
日
に
卒
業
、
実
戦
部
隊
に
配
備
さ
れ
た
。

(63

)

③
学
徒
兵
に
期
待
さ
れ
た
も
の

右

の
よ
う
な
、
陸
海
軍
に
お
け
る
学
徒
兵

の
進
路
を
見
る
と
、
学
徒

兵
に
主
に
期
待
さ
れ

た
も

の
が

(i
)
航
空
機
等

の
操
縦
士
、

(・11
)
第

一
線

の
下
級
指
揮
官
、

(…m
)
経
理

・
主

計
、

で
あ

っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ま

で
述

べ
た
制
度
か
ら
は
分
か
ら
な

い
が
、

(
V
)
軍

の
学
校

や
教
育
隊

の
教
官
も
飛
行

予
科
練
習
生

(予
科
練
)

の
大
量
採
用
等

に
伴

っ
て
、
少
な
く
な

い
数

の
学
徒
兵
が
担

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら

の
い
ず
れ
も
が
、

一

定
程
度

の
基
礎
的
知
識

・
素
養
を
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

(i
)

に

つ
い
て
は
、
数
学
、

力
学
、
天
文
学
等
が
不
可
欠

で
あ

っ
た
が
、
帝
国
大
学
出
身
者
で
あ
れ
ば
文
科
系
で
も
高
等

学
校
入
試

の
際

に
理
科
系

の
科
目
が
あ
り
、
そ
の
知
識
を
使
う
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た

("11
)

に

つ
い
て
は
、
学
徒
兵
は
中
学
校
以
来
軍
事
教
練
を
必
修
と
し
て
受
け

て
き
て
お
り
、
基
礎

的
な
事

項
は
す
で
に
た
た
き
込
ま
れ
て
い
た
。

(…m
)

(●W
)

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
述

べ
る

ま
で
も
な

い
。
こ
の
よ
う

に
、
非
常
に
速
成

の
、
不
十
分
な
教
育
期
間

の
中
で
、
軍
は
学
徒

兵

の
経
歴
を
利
用
で
き
る
部
署

へ
の
配
置
を
そ
れ
な
り
に
考
え

て
い
た

。

そ
の

一
方
で
、

(
V
)
以
外

は
大
変
消
耗
率
が
高

い
危
険
な
任
務

で
あ
る
。
逆

に
、
だ
か

ら
こ
そ
補
充
に
速
成
教
育
が
可
能
な
学
徒
兵
が
選
ば
れ
た
と
も
言
え

る
が
、
そ
の
た
め
に
学

徒
兵
か
ら
も
多
く

の
戦
没
者
を
出
す

こ
と
に
な

っ
た
。

亡
く
な

っ
た
在
学
者
も

い
る

(本

書

「
H

デ
ー
タ

2

京
大
出

身
戦
没
者

(判
明
分
)
」
参
照
)
。

戦
没
者
と
徴
集
時
期

の
関
係
に

つ
い
て
、
表

I
1

5
に
示
し
た
。

徴
集
時
期
が
不
明
の
戦
没
者
が
多

く
、
あ
ま
り
有
効
な

デ
ー
タ
に
な

ら
な
か

っ
た
が
、
徴

集
時
期
判
明

分

の
五
⊥ハ
・
○
%
が

一
九
四
三
年

一
二
月
徴
集
者
で
あ

っ
た
。
ま
た
、

徴
集
時
期
判
明
者

の
戦
没
者
比
率

を
計
算
す
る
と
、

一
九
四
三
年

=

月
以
前
徴

集

者

五

・
五

%

(
一
八

人
/
三
二
六
人

)

一
九
四
三
年

一
二
月
徴
集
者

表1-5在 学中戦没者の徴集時期

文

法

経済

理

医

工

農

十昌[口

1943年

11月 以前

4

7

2

1

1

3

a

18

1943年

12月

33

18

27

0

0

0

1

79

1944年

1月 以後

8

24

9

1

0

2

0

44

不明

2

62

28

0

3

2

26

123

十昌■口

4?

111

66

z

4

7

27

264

る
。
学
籍
簿
に
は
、
在
学
中
の
出
来
事
は
記
さ
れ
て

い
る
が
、
卒
業
後

に
関
し
て
は
原
則
と

し
て
書
か
れ
て
い
な

い
の
で
、
捕
捉
す
る
の
は
困
難

に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
、
す
ぐ
下
の
二

学
年
と
同
程
度

の
戦
没
者
数

(九
六
人
、
七
二
人
)
は
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

戦
没
年
月
に

つ
い
て
は
、

一
九
四
三
年

一
二
月
徴
集
者

が
実
戦
配
備
と
な
る

一
九
四
四
年

の
九
月
以
降
に
増
え

て
く
る
。
特
に
、

一
九
四
五
年
三

・
四
月
頃
が
最
も
数
が
多
く
な
る
が
、

激
化
す
る
沖
縄
戦
に
お
け
る
特
攻
を
含
め
た
戦
没
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
敗

戦
後

の
戦
没
者
数
も
無
視

で
き
な

い
も

の
に
な

っ
て
い
る

(四
八
人
、

う
ち
三
三
人
が
戦
病

死
)
。

こ
れ
は
、
本
書

「
調
査
研
究

の
概
要
」

で
も
記
し
た
よ
う
に
、

実
際

の
戦
没
日
な

の
か
大
学

へ
の
届
出
日
な

の
か
学
籍
簿
だ
け

で
は
判
然
と
し
な

い
た
め
、

正
確
性
に
は
い
く
ら

か
の
留
保
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
抑
留
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
等

の
外
地

で
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京都大学における 「学徒出陣」

(3
)
復
学

復
学
年
月
に
つ
い
て
、
表

H
1

32
～
41
お
よ
び
図
1
-

13
に
示
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、

一
九
四
五
年
九
月
を
中
心
と
し
た
敗
戦
直
後
に
集
中
し
て

い
る
。
ま
た
、
本
調
査
研
究

に
お

い
て
は
、
入
隊
直
後

の
身
体
検
査
に
よ
り
帰
郷
を
命
じ
ら
れ
る

「即
日
帰
郷
」
も
徴
集

者
数
に
入
れ
て
い
る
が
、
敗
戦
前

の
復
学
者
の
約
三
分

の

一
は
こ
の

「
即
日
帰
郷
」
に
よ
る

(
胆
)

も

の
で
あ
る
。

反
対
に
、
敗
戦
後
数
年
経

っ
て
か
ら
の
復
学
者
も
あ
る
。
学
籍
簿

に
よ
る
最
も
遅
い
復
学

者
は
、

一
九
四
四
年

一
〇
月
文
学
部
入
学
生
で
、

一
九
四
五
年
三
月

に
満
州
第
八
〇
六
部
隊

に
入
隊
、

一
九
五

一
年

二
月
に
復
学
し
て
い
る
。
入
隊
先

の
部
隊
か
ら
、

シ
ベ
リ

ア
に
抑
留

さ
れ
て
い
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

未
復
学
に
よ
る
除
籍
に

つ
い
て
は
前
項
で
も
触
れ
た
が
、
学
部
に
よ

っ
て
は

一
九
五
〇
年

代
前
半

の
特
定
の
時
期
に
学
籍
を

「整
理
」
し
た
よ
う

で
、
文
学
部

で
は

一
九
五

一
年
五
月

か
ら
六
月
に
か
け

て
、
法
学
部
で
は

一
九
五
四
年
三
月

に
未
復
員
者

の
除
籍
が
集
中
し
て
い

四

・
○
%

(七
九
人
/

一
九
五
七
人
)

一
九
四
四
年

一
月
以
降
徴
集
者

三

・
一
%

(
四
四
人
/

=

二
八

一
人
)

と
な

っ
て
い
る
。
少
な
い
デ
ー
タ
だ
が
、
徴
集
年
月
の
早

い
者

の
方

が
実
戦
配
備
さ
れ
て
い

る
期

間
も
長
く
、
右
は
当
然

の
結
果
と
言
え
る
。
む
し
ろ
、
徴
集
時
期
不
明

の
戦
没
者
が

一

一
ゴ
ニ
人

に
上

っ
て

い
て
、
こ
れ
が
全
学

の
徴
集
時
期
不
明
者

の
多
数

を
占
め
て

い
る

(七

八

・
三
%
、

一
二
三
人
/

一
五
七
人
)
事
実
が
目
を
引
く
。
こ
れ
は

、
軍
歴

に
関
し
て
大
学

が
把
握
す
る
情
報

の
多
く
が
お
そ
ら
く
は
本
人
ま
た
は
家
族
か
ら
も

た
ら
さ
れ
る
も

の
で
あ

り
、
し
た
が

っ
て
戦
没
者
に

つ
い
て
は
十
分
な
情
報
を
把
握

で
き

て

い
な

い
実
状
を
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
と
同
様

の
例
と
し
て
、
復
学
年
月
を
示
し
た
表
I
1

32
に
八

六
人
に
上
る
未
復
学
に

よ
る
除
籍
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
の
資
料
か
ら
の
証
明
は
困
難
だ
が
、

こ
の
う
ち

の
何

人
か
は
戦
没
し
て
大
学
と
の
連
絡
が
な
く
な

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

注
(1
)
蜷
川
寿
恵

『学
徒
出
陣

-
戦
争
と
青
春
1
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
、
二
二
頁
。
な

お
蜷
川
同
書
で
は
六
月
三
〇
日
刊
行
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
小
冊
子
の
奥
付
に
よ
る
と
六
月
二

五
日
印
刷
、
八
月
二
〇
日
発
行
と
な

っ
て
い
る
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
小
冊
子
が
海

軍
予
備
学
生
募
集
の
た
め
の
も
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
申
込
締
め
切
り
は
七
月

一
七
日
で
あ
り
、

実
際
に
は
六
月
中
に
世
に
出
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
六
月
二
七
日
付

『朝
日
新
聞
』
の
広
告

欄
に
、
「近
刊
予
告
」
と
し
て

『学
徒
出
陣
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

(2
)
第

一
三
期
飛
行
科
予
備
学
生
と
し
て
五
、
二
〇
〇
人
、
第
三
期
兵
科
予
備
学
生
と
し
て
は
三
、

五

一
五
人
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

一
期
前
の
採
用
人
数

(七
〇
人
、
五
五

一
人
)
と
比

べ
る
と
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
海
軍
飛
行
科
予
備
学
生

・
生
徒
史
刊
行
会

『海
軍
飛
行
科
予
備
学
生

・
生
徒
史
』

一
九
八
八
年
、
二
五
、
四
七
九
頁
参
照
。

(3
)
ま
た
、
本
調
査
研
究
の
対
象
時
期
に
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
に
在
学
中
あ
る
い
は
卒
業
後

ま
も
な
く
軍
隊
生
活
に
入
っ
た
軍
人
を

一
括
し
て

「学
徒
兵
」
と
称
し
た
。
こ
れ
も
、
厳
密
に

言
え
ば
卒
業
後

の
入
隊
者
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
し
、
多
く
の
入
隊
者
が
士
官
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
る
と
若
干
の
違
和
感
が
あ
る
用
語
か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
く
近
い
時
期
に
学
生
生

活
の
経
験
を
持
ち
、
戦
争

・
軍
隊
に
対
し
て
在
学
中
の
入
隊
者
と
あ
る
程
度
共
通
の
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
同

一
の
名
称
と
し
た
。

(4
)
京
大
関
係
戦
没
者
の
遺
稿
が
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
京
大
関
係
戦
没
者
を
主
た
る
対
象

と
し
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
二
巻

「V

付
録

2

文
献

一
覧
」

で
紹
介
を
行

っ
た
。

(5
)
森
岡
清
美

『決
死
の
世
代
と
遺
書

太
平
洋
戦
争
末
期
の
若
者
の
生
と
死
』
補
訂
版
、
吉
川

弘
文
館
、

一
九
九
三
年
、
同

『若
き
特
攻
隊
員
と
太
平
洋
戦
争

そ
の
手
記
と
群
像
』
吉
川
弘

文
館
、

一
九
九
五
年
。

(6
)
大
貫
美
恵
子

『ね
じ
曲
げ
ら
れ
た
桜

美
意
識
と
軍
国
主
義
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、

る
。
さ
ら

に
、
朝
鮮

・
台
湾
出
身
者
に

つ
い
て
は
、
文
学
部
で
は
六
人
中
四
人
、
法
学
部
で

二
〇
人
中

一
六
人
、

経
済
学
部
で
三
人
全
員
、
農
学
部

で
二
人
中

一
人
が
未
復
学

の
ま
ま
除

籍
と
な

っ
て
い
る
。
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1解 説

同

『学
徒
兵
の
精
神
誌
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。

(7
)
例
え
ば
、
東
京
帝
国
大
学
の
入
隊
者
を
五
、
○
○
○
人
前
後
と
推
計
し
て
い
る
が
、
後
述
の

東
大
の
調
査
で
は
二
、
八
八

一
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

(8
)
蜷
川
前
掲

『学
徒
出
陣
』

=
二
六
頁
。

(9
)
京
都
大
学
七
十
年
史
編
集
委
員
会
編
、

一
九
六
七
年
。

(10
)
京
都
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
全
七
巻
、

一
九
九
七
～
二
〇
〇

一
年
。

(11
)
川
ロ
浩

「早
稲
田
大
学
戦
争
犠
牲
者
調
査
に
つ
い
て
」
『早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第

一
八
号
、

一
九
八
六
年
。

(12
)
「特
集

明
大
生
た
ち
の
太
平
洋
戦
争
2
」
『明
治
大
学
史
紀
要
』
第

二
二
号
、

一
九
九
五
年
。

(13
)
明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
編

『明
治
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
通
史
編
H
、

一
九
九
四
年
、

で
は
朝
鮮
人
の

「学
徒
出
陣
」
の
実
態
に
つ
い
て
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(14
)
西
川
賢

「立
命
館
大
学
関
係
の

「学
徒
出
陣
」
者
数
調
査
」
『立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
二
号
、

一
九
九
四
年
。
立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会

『立
命
館
百
年
史
』
通
史

一
、

一
九
九
九
年
、
七

二
九
頁
も
参
照
。

(15
)
前
掲

『立
命
館
百
年
史
』
通
史

一
、
七
三
六
頁
。

(16
)
東
京
大
学
史
史
料
室
編

『東
京
大
学
の
学
徒
動
員
学
徒
出
陣
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九

八
年
。
な
お
同
書
で
は
、
東
大
に
お
け
る
学
徒
動
員
の
実
態
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

(17
)
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
編

『大
谷
大
学
百
年
史

資
料
編
別
冊

戦
時
体
験
集
1

「学

徒
出
陣
」

・
「勤
労
動
員
」
の
記
録
1
』
二
〇
〇
四
年
。

(18
)
永
井
均

・
豊
田
雅
幸

「立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
『立
教
学

院
史
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
三
年
。

(19
)
青
山
学
院
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
九
五
編

『青
山
学
院
と
出
陣
学
徒

-
戦
後
五
〇
年
の
反
省

と
軌
跡
1
』

一
九
九
五
年
。

(20
)
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
白
井
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

『共
同
研
究

太
平
洋
戦
争
と
慶
鷹
義
塾
』
慶

磨
義
塾
大
学
出
版
会
、

一
九
九
九
年
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
著
作
に
は
、
他
大
学
や
外
国
の

事
例
も
含
め
た
論
文
集
で
あ
る
白
井
厚
編

『大
学
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

戦
争
史
研
究
と
体

験
の
歴
史
化
』
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
九
六
年
、
お
よ
び
慶
応
関
係
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調

査
で
あ
る
白
井
厚

・
浅
羽
久
美
子

・
翠
川
紀
子
編

『証
言

太
平
洋
戦
争
下
の
慶
慮
義
塾
』
慶

大
学
名

東
京
帝
国
大
学

京
都
帝
国
大
学

東
北
帝
国
大
学

九
州
帝
国
大
学

北
海
道
帝
国
大
学

大
阪
帝
国
大
学

名
古
屋
帝
国
大
学

新
潟
医
科
大
学

岡
山
医
科
大
学

千
葉
医
科
大
学

金
沢
医
科
大
学

長
崎
医
科
大
学

熊
本
医
科
大
学

東
京
工
業
大
学

東
京
文
理
科
大
学

広
島
文
理
科
大
学

東
京
商
科
大
学

神
戸
商
科
大
学

神
宮
皇
学
館
大
学

京
都
府
立
医
科
大
学

大
阪
商
科
大
学

慶
応
義
塾
大
学

早
稲
田
大
学

学

部

構

成

法

・
医

・
第

一
工

・
第

二

工

・
文

・
理

・
農

・
経

済

法

・
医

・
工

・
文

・
理

・
経

済

・
農

理

・
医

・
工

・
法

文

医

・
工

・
農

・
法

文

・
理

農

・
医

・
工

・
理

医

・
理

・
工

医

・
工

・
理

医医医医医医工文

理

文

理

商商文医商文

・
経

済

・
法

・
医

政

治

経

済

・
法

・
文

・
商

・
理

工

(
22
)

一
九

四

二
年

度

の
大

学

お
よ
び

そ

の
学
部
構

成

は
次

の
と
お

り
。

0 0 

C m 

0 

I

に

よ

る

。

(21
)

東

洋

大
学

校

友

会

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

b 

CO 

O 

n 

CO 

G 

C 
O 
O 

N O r 
N

慮
義

塾
大

学
出
版

会
、

二
〇

〇
三
年

、
も

あ

る
。
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京都大学における 「学徒出陣」

一
九

一
九
年
の
高
等
学
校
令
改
正
に
よ
り
、
通
常
の
修
業
年
限
が
五
年
の
中
学
校
の
四
年
修

了
者
に
も
高
等
学
校
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
俊
才
教
育
を
期
待
さ

れ
た
制
度
で
あ
っ
た
。
中
学
四
年
で
高
等
学
校
に
進
学
し
た
者
を
俗
に

「四
修
」
と
呼
ん
だ
。

(24
)

一
九
四

一
年
現
在
で
は
、

一
一
大
学
の
学
部
で
八
七
人
の
女
子
学
生
が
学
ん
で
い
た
。
湯
川

明
治
大
学

法
政
大
学

中
央
大
学

日
本
大
学

国
学
院
大
学

同
志
社
大
学

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

竜
谷
大
学

大
谷
大
学

専
修
大
学

立
教
大
学

立
命
館
大
学

関
西
大
学

拓
殖
大
学

立
正
大
学

駒
沢
大
学

東
京
農
業
大
学

日
本
医
科
大
学

高
野
山
大
学

大
正
大
学

東
洋
大
学

上
智
大
学

関
西
学
院
大
学

藤
原
工
業
大
学

(23
)

法

・
商

・
政
治
経

済

法
文

・
経
済

法

・
経
済

・
商

法
文

・
工

文法

・
文

医文文経

済

・
法

文

・
経

済

法

文

法

文

・
経
商

商文文農医文文文文

・
商

法
文

・
商

経

工

次
義

『近
代
日
本
の
女
性
と
大
学
教
育

教
育
機
会
開
放
を
め
ぐ
る
歴
史
』
不
二
出
版
、
二
〇

〇
三
年
、
六
五
八
頁
。

(25
)

一
九
四
〇
年
四
月
の
入
学
生

一
、
五
九
五
人
中
、
高
等
学
校

・
大
学
予
科

(学
習
院
を
含
む
)

か
ら
の
入
学
生
は

一
、
四

一
六
人

(八
八

・
八
%
)
に
上
っ
た
。
京
都
帝
国
大
学

『京
都
帝
国

大
学

一
覧

昭
和
十
五
年
度
』
、

一
九
四
〇
年
。

(26
)
建
前
と
し
て
は
、
卒
業
後
に
徴
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
「平
時
に
お
い
て
は
、
軍

と
し
て
も
年
齢
違
い
の
扱
い
に
く
い
イ
ン
テ
リ
が
入
営
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
歓
迎
す
べ
き
こ
と

で
は
な
く
、
実
際
に
は
入
営
し
な
い
で
済
む
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
伊
藤

隆
監
修

.
百
瀬
孝
著

『事
典
昭
和
戦
前
期
の
日
本

制
度
と
実
態
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
〇

年
、
二
七
三
頁
。

(27
)

一
九
四

一
年

一
〇
月
二
三
日
の
評
議
会
関
係
書
類
に
は

「卒
業
期
繰
上
二
関
ス
ル
件
」
と
い

う
項
目
が
あ
り

「総
長
ヨ
リ
去
ル
ニ
十
日
ノ
帝
国
大
学
総
長
会
議
ノ
席
上
卒
業
期
繰
上
二
関
ス

ル
事
情
、
見
込
及
ビ
之
二
伴
フ
臨
時
徴
兵
検
査
ト
ノ
関
係
、
次
年
度
入
学
及
ビ
選
抜
試
験
其
ノ

他
諸
種
関
係
事
項
二
関
ス
ル
文
部
省
当
局
ノ
談
話
、
質
問
、
応
答
、
希
望
等
二
関
シ
報
告
ノ
上

意
見
ノ
交
換
ヲ
ナ
セ
リ
」
と
あ
る
。
『評
議
会
関
係
書
類

昭
和
十
六
年
』
(京
都
大
学
大
学
文

書
館
蔵
、
資
料
番
号
ζ
勺
OOO
癖㎝)
参
照
。

(28
)
前
掲

『東
京
大
学
の
学
徒
動
員
学
徒
出
陣
』
三
九
四
、
四
〇
五
頁
。
特
に
後
者
で
は
、
「本
年

度
ノ
繰
上
ハ
緊
急
已
ム
ヲ
得
ザ
ル
ノ
臨
時
措
置
ニ
シ
テ
ア
ル
程
度
ノ
学
力
ノ
低
下
素
質
ノ
劣
弱

ヲ
来
ス
モ
致
方
ナ
キ
儀
ト
承
候
モ
之
ハ
大
学
ト
シ
テ
ハ
遺
憾
千
万
二
候
」
と
し
た
上
で
、
「万

一

修
学
期
ガ
更
二
短
縮
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ト
モ
相
成
候
バ
バ
卒
業
生
ノ
素
質
ト
学
力
ト
ノ

一
層
ノ
低

落
ハ
到
底
免
カ
レ
得
ザ
ル
所

二
有
之
本
学
ト
シ
テ
教
授
上
研
究
上
ノ
重
責
ヲ
果
シ
得
ザ
ル
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
国
家
現
在
及
ビ
将
来
ノ
大
損
失
ナ
ル
コ
ト
多
言
ヲ
要
セ
ザ
ル
次
第
二
御
座
候
」
と
述
べ

て
い
た
。

(29
)
例
え
ば
、
B
C
級
戦
犯
と
さ
れ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
ー
刑
務
所
で
刑
死
し
た
木
村

久
夫

(
一
九
四
二
年
四
月
経
済
学
部
入
学
)
は
、
徴
集
猶
予
停
止
の
一
年
前
の
一
九
四
二
年

一

〇
月
に
徴
集
を
受
け
て
い
る

(日
本
戦
没
学
生
記
念
会
編

『新
版
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
岩

波
書
店
、

一
九
九
五
年
、
四
四
三
頁
)。
木
村
は

一
九

一
八
年
四
月
九
日
の
生
ま
れ
で
、
徴
集
当

時
満
二
四
歳
で
あ
り
、
猶
予
の
最
高
年
齢
を
既
に
超
え
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
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1解 説

(
30
)

一
九

三
九
年

四
月

か
ら

一
九

四

三
年

一
〇
月

ま

で
の
法
学

部

入
学
者

の
う

ち

、

一
九

一
九

年

ま

で
に
生
ま

れ

て

い
る
者

は
九

八

四
人
、

そ

の
う

ち

一
九

四
三
年

=

月

ま

で

の
在

学

中

に
徴

集

を
受

け
た
者

は
六

一
人

(六

・
二
%
)

に
と

ど

ま
る

。

(
31
)

第

=

二
期

飛

行

科

予
備

学

生

は

、

五
、

二
〇

〇

人

の
う

ち

戦

没

者

一
六

=

ハ
人

(
三

一

・

一
%

)
、

第

一
期

特
別

操

縦
見

習

士
官

は

二
、

六

二
三

人

の
う
ち

戦

没
者

六

六

八
名

(二

五

・

五

%
)

を

数
え

る
。

第
十

三
期

誌

編
集
委

員

会

『第

十

三
期
海

軍

飛
行
専

修

予
備

学
生

誌
』

一

九

九

三
年

、
三

三
三

頁
、

お

よ
び

学
徒

兵
懇

話
会

『
新
編

検

証

陸
軍

学
徒

兵

の
資

料
』

二

〇

〇
〇
年

、

二

一
六
頁

。

(
32
)

も

っ
と

も
、

京
大

の
事

例

で

は
あ

る
が

、

こ

の
規

定

に
よ

っ
て

一
九

四

四
、

四
五

年

に
理

・

工

・
医
学
部

の
徴
集

者

が
増
え

た

か
と

い
う

と

、
そ

ん
な

こ
と

は
な

い

[表

H
1

1
]
。

こ

の
規

定

が
ど
れ

だ
け
厳
密

に
適

用

さ
れ

て

い
た

か
は
疑

問

な
し
と

し
な

い
。

(
33
)

こ

の
猶

予
停

止

に
関

す

る
学
部

・
学
科

の
線

引
き

に

つ

い
て
、

軍

や
文
都

省

で
ど

の
よ
う

な

議

論

が
行

わ
れ

た

の
か
、
管

見

の
限
り

で
は
不

明

で
あ

る
。

(
34
)

『朝

日
新

聞
』

一
九

四
三
年

一
〇
月

二
〇
日
付

朝

刊
。

(
35
)

同
じ

紙
面

に

お

い
て
岡
部

長

景
文

部
大

臣

は
、

今

回

の
措

置

は

「
文
部

省

が
諸

君

に
贈

る
画

期

的
な

壮
行

の
饒

け

で
あ

つ
て
諸
君

は

こ

の
趣
旨

を
深

く
体

し

、
米

英
撃

滅

の
日

ま

で
粉
骨

砕

身

御
奉

公

の
誠

を

尽

く
さ

れ

ん

こ
と

を
、

望

ん

で

や
ま

な

い
次
第

で
あ

る
」

と

述

べ

て

い
た
。

な

お
、

第

四
項

で
作

成
が
義

務

づ

け
ら

れ

て

い
る

「徴

集

者
名

簿
」

が

、
現
在

い
く

つ
か

の
大

学

で
の
調
査

の
手

が

か
り

に
な

っ
て

い
る
簿

冊
と

思

わ
れ

る
。

た
だ

し

、
京

大

に
お

い
て
は
本

調

査
研

究

で
は
全
く

発
見

で
き

な
か

っ
た
。

(
36
)

明
治

大
学
百

年
史

編
纂
委

員
会

編

『明

治
大
学

百
年

史
』

第

二
巻

史
料

編

H
、

一
九

八
八
年

、

六

八
六
頁
。

(
37
)

『教

授
会

記
録

昭
和

十
八
年

』

(文

学

部
、
京

都
大

学
大

学
文
書

館
蔵

)
。

(
38
)

大
学

院

特

別
研

究

生

制
度

の
制

定

経

緯

に

つ

い
て
は

、

東
京

大

学

百
年

史

編

集

委

員

会
編

『東
京

大
学

百
年
史

』
通

史

二
、

一
九

八

五
年
、

六

四
九

頁

。

(
39
)

学

資
九

〇
円
と

は
、
当

時

の
助
手

の
月

給

(七
〇

円
)
を

上

回
る
額

で
あ

っ
た
。

(
40
)

『京

都
帝

国
大
学

新
聞

』

一
九

四
三
年

一
〇
月

五

日
付
。

(
41
)

『
大
学
新

聞
』

一
九

四
四
年

七
月

二

日
付
。

(
42
)

橋

本
伝

左

衛

門

「
学
徒

出

陣

を
記

録

す

」

京
都

大

学

農

学

部
創

立

七

十

周
年

記

念

事

業

会

『京

都
大

学
農

学
部
七

十
年
史

』

一
九
九

三
年

、

二
一二
頁
。

(
43
)

『評
議

会
関

係
書
類

昭

和
十

八
年
』

(京
都

大
学

大
学

文
書
館

蔵
、

資
料

番
号

ζ
勺
O
O
O
ミ
)

(
44
)
前

掲

『評
議

会

関
係
書
類

昭
和
十

八
年
』
。

(
45
)

こ
の
時

の
参

加
者

の
中

に

は
、
総

長

が

「
生
き

て
帰

っ
て

こ

い
」

と

い
う
趣

旨

の
言
葉

を

述

べ
た
と

記
憶

し

て

い
る

人
も

い
る
と

い
う

(梅
漢

昇
氏

の
教
示

に
よ
る
)
。

も

し
、
そ

れ
が
事

実

だ

と

す

る
と
、

本
文

に
引
用

し
た

無
駄

に

死
ぬ

な
と

言

っ
た
部

分
を

指
す

の
か
、

あ

る

い
は
記

録

に
は
残

っ
て

い
な

い
が
も

っ
と

は

っ
き

り
と

述

べ
た

の
か
、

不

明

で
あ
る

。
ま

た
、

別

の

一

説

で
は
、

こ

の
式

辞
を

録
音

し
た

レ

コ
ー

ド
が
あ

る
ら

し

い
が
、
未

見

で
あ

る
。

(
46
)

こ

の
他

、
経

済
学

部

で
は
出

陣

学
徒

に

「
学

徒

出
陣

手

牒
」

な

る
も

の
が
配

ら

れ

て

い
た

。

こ

れ
は

縦

一
〇
七

ミ

リ
、

横
七

一
ミ

リ
、

一
六
頁

の
小

さ

な
冊

子

で
、

軍

人
勅

諭

の
五
項

目

、

教
育

二
関

ス

ル
勅

語

、
青
少

年

学
徒

二
賜

ハ
リ
タ

ル
勅
語

、

米
国

及
英

国

二
対

ス

ル
宣

戦

ノ
詔

書

が
収

録

さ
れ
、

さ

ら

に
経
済

学
部

教
官

の
寄

せ
書

き

を

し
た

日

の
丸

の
写

真

、
玄

関
前

の
教

官
集

合

写
真

、
出

陣

学
徒

の
氏

名

・
生
年

月

日

・
原
籍

・
学

籍

・
学
歴

記
入

欄

、
教
官

住

所
氏

名

か
ら

な

る
。

さ
ら

に
裏
表

紙

に
は
、
次

の
よ
う

な
誓

い
が
印
刷

さ
れ

て

い
た
。

勝

ち

ぬ
く
誓

み
た

み
わ

れ
、
大

君

に
す

べ
て
を
捧

げ
た

て
ま

つ
ら

ん

み
た

み
わ

れ
、
す

め

ら
み
国

を
護

り
ぬ

か
ん

み
た

み

わ
れ
、
力

の
か
ぎ
り

働
き

ぬ
か

ん

み
た

み

わ
れ
、

正
し

く
明

る
く
生

き
ぬ

か
ん

み
た
み

わ
れ
、

こ

の
大

み

い
く

さ
に
勝

ち
ぬ

か
ん

(
47
)
前

述

の
評
議

会

に

お
け

る
報

告

で
は

=

月

二

〇
日

の
壮
行

式

に
参
列

し

た
入

営

.
入
団

す

る
学

徒

は

一
、

七

八

○
人

と

な

っ
て
お
り

、

こ
れ

よ
り

若

干
少

な

い
。

遠
方

に
住
居

が

あ
り

、

入
隊

準

備

の
た

め
す

で

に
京
都

を
離

れ

て

い
た
者

や
、
単

に
式

典

に
参

加
し

な
か

っ
た

者
も

い

た

か
ら
だ

と
思

わ
れ

る
。

(48
)
蜷

川
前

掲

『学
徒

出
陣
』

六

三
頁
。

(49
)

例
え

ば
、

文

学
部

の
場

合
、

一
九
四

三
年

一
二
月
在

学
者

の
う

ち
、

一
九

四

二
年

囚
月

入
学

者

に
は

三
五

人

(二
六

・
五
%

)
、

一
九
四

二
年

一
〇
月

入
学
者

に
は

三
〇
人

(
一
六

・
三
%
)
、
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一
九

四
三
年

一
〇
月

入
学

者

に
は

二
七

人

(
二
〇

・
三

%
)

の
、
在

学

中

に
徴
集

さ

れ
な

か

っ

た
者

が

い
た
。

(
50
)
注

(
49
)

の
文

学

部

の
例

で
言
え

ば

、
徴

兵
適

齢

に
達

し

て

い
な

い
者

(
一
九

二
三
年

一
二

月

一
日
以
降

に
出

生

し
た
者

)

は

、

一
九

四
二
年

四
月

入
学
者

に
は
○

人
、

一
九

四

二
年

一
〇

月

入
学
者

に

は

一
人

、

一
九

四

三
年

一
〇
月

入
学
者

に

は
六
人

を
数
え

る
だ

け

で
あ

っ
た
。

(
51
)
表

で
四
人

と

な

っ
て

い
る
文

学
部

残
留

学

生

の
う
ち

、

一
人

は
サ

東
柱

の

い
と

こ

で
共

に
朝

鮮
独

立
運

動

に
拘

わ

っ
た
と

し

て
検

挙

さ
れ

た
宋
夢

奎

で
あ

っ
た
。

(
52
)
東

京
帝

国
大

学

で
は
、

一
九

四
四
年

八
月

に

一
連

の
出
陣
学

徒
壮
行

会

が
開
催

さ

れ

て

い
る
。

前
掲

『東

京
大

学

の
学

徒
動

員
学
徒

出

陣
』

一
五

〇
頁

。

(
53
)

入
学
前

徴

集

に
関

し

て
は
、

木
崎

弘
美

「
「
高
校

生

出
陣

」

の
検
証

」

『日
本

歴
史

』

第
六

六

四
号

、

二
〇

〇
三
年
、

を
参

考

に
し
た

。

(
54
)

『
文
部
時

報
』

八

一
六
、

一
九

四
四
年

。

(
55
)

ど
れ

だ
け

参
考

に
な

る
か
不

明
だ

が
、

当
時

の
陸
海

軍

の
将

校
数

の
比

較
を

見

る
上

で

の

一

つ
の
指
標

と
し

て
、
直

近

の
陸
軍
士

官

学
校
と

海
軍

兵
学

校

の
卒
業
生

数
を

見
る
と

、

陸
軍

士
官

学
校

(五

六
期
、

一
九

四

二
年

一
二
月
卒

)

二
、

二
九
九

人

海
軍

兵
学

校

(七

二
期

、

一
九

四
三
年
九

月
卒

)

六

二
五
人

と
な

っ
て
お

り
、

比
率

は
七

九

対

一
=

で
あ
り

、
京

大

か

ら

の
入
隊

者

の
方
が

若
干

海

軍

の
比

室
-が

高
く

な

っ
て

い
る
。

(
56
)
前

掲

『京

都
大

学
百

年
史
』

資
料

編

一
、

一
〇
三

頁
。

(
75
)
陸

軍

に
お

け

る
学
徒

兵

の
進

路

に
関
し

て
は
、
蜷

川

前
掲

『学

徒
出

陣
』

お

よ
び

前
掲

『新

編

検

証
陸

軍
学

徒
兵

の
資
料

』
を
参

考

に
し

た
。

(58
)
石

沢
芳

郎

「
第

十

一
期
戦

没

同
志

に
捧

ぐ
」

戦
記

編

纂
委

員
会

編

『前
橋

陸

軍
予

備
士

官
学

校
戦

記
』

一
九

八
三
年

、
五

四
頁
。

(59
)
海

軍
に

お
け

る
学
徒

兵

の
進

路

に
関

し
て

は
、
蜷

川
前
掲

『学

徒
出
陣

』
、

小
池
猪

一

『海
軍

予
備

学
生

・
生

徒
』

国

書
刊

行
会

、

一
九

八
六
年

、

お

よ
び

井
畑
憲

次

・
野
間
弘

編

『海

軍
主

計
科
士

官
物

語

〈短

現
総

覧
〉
』

一
九

六

八
年
、

を
参
考

に

し
た
。

(60
)

海

軍

は
、
陸

軍

と
異

な
り

、
従

来
学

卒
者

や
在

学

者

を
採

用
当
初

か

ら
士
官

と

し

た
が

、

一

九
四

三
年

=

一月

入
隊
組

は

二
等

水
兵

と

し

て
の
訓
練

を
課

さ
れ

た
。

文
学
部

法
学
部

経
済
学
部

理
学
部

医
学
部

工
学
部

農
学
部

計

一

(

)

一
二
三
人

は
、

内
は
、

敗
戦
前
の
復
学
者
全
体
三
四
六
人
の
三
五

・
五
%
に
あ
た
る
。

ニ ー 一 一 四 二

三 四 五 七 〇 五 五 七

(

○
)

(

○
)

(
二
四
)

(

○
)

(

○
)

(

○
)

(

六
)

(三

〇
)

一
九

四

三
年

一
二
月
徴
集
者
か
ら
の
即
日
帰
郷
者
を
示
す
。

(61
)
蜷
川
前
掲

『学
徒
出
陣
』
九
三
頁
。

(62
)
蜷
川
前
掲

『学
徒
出
陣
』
九
九
頁
。

(63
)
学
徒
兵
に
期
待
さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は
、
加
藤
陽
子

「徴
兵
制
と
大
学
」
前
掲

『東
京
大

学
の
学
徒
動
員
学
徒
出
陣
』
を
参
考
に
し
た
。

(64
)
学
籍
簿
に

「即
日
帰
郷
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
徴
集
者
数
を
学
部
別
に
挙
げ
る
と
次
の
と
お

り
。
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